
宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法
ᴷ
⽝K
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
を
手
が
か
り
に
ᴷ
ᴷ

武

宮

真

如

は
じ
め
に

本
研
究
は
、
親
鸞
門
流
の
学
僧
で
あ
る
存
覚
（
一
二
九
〇
ᴷ
一
三
七
三
）
に

つ
い
て
、
宗
論
に
お
け
る
論
法
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

存
覚
は
親
鸞
（
一
一
七
三
ᴷ
一
二
六
二
）
の
⽝
教
行
証
文
類
⽞
を
初
め
て
注

釈
し
た
⽝
六
要
鈔
⽞
の
著
者
と
し
て
、
ま
た
本
願
寺
第
三
世
の
覚
如
（
一
二
七

〇
ᴷ
一
三
五
一
）
の
長
子
と
し
て
知
ら
れ
る
。

⽝
存
覚
一
期
記
⽞
に
よ
る
と
、
存
覚
は
暦
応
元
（
一
三
三
八
）
年
に
法
華
宗

徒
と
対
論
し
て
い
る①
。
こ
れ
を
契
機
に
著
さ
れ
た
と
さ
れ
る
の
が
⽝
決
智
鈔
⽞

と
⽝
法
華
問
答
⽞
で
あ
る
。
両
書
は
宗
論
の
体
裁
を
有
し
て
お
り
、
存
覚
に
お

け
る
日
ẃ
教
学
へ
の
応
答
内
容
が
う
か
が
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
詳
細
を
明

ら
か
に
す
る
に
は
、
法
華
宗
徒
が
宗
論
の
た
め
に
自
用
し
た
史
料
の
参
照
が
求

め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
条
件
を
満
た
す
史
料
の
一
つ
が
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
で

あ
る②
。

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
は
、
そ
の
書
写
本
が
広
島
県
福
山
市
水
㚌
町
重
顕
寺

に
所
蔵
さ
れ
、
華
厳
宗
、
三
論
宗
、
法
相
宗
、
律
宗
、
俱
舎
・
成
実
宗
、
浄
土

宗
、
真
言
宗
、
禅
宗
、
天
台
宗
と
の
宗
論
に
備
え
る
手
引
書
と
い
う
性
格
を
有

し
て
い
る
。
同
書
に
よ
り
、
法
華
宗
徒
が
宗
論
に
際
し
て
想
定
し
て
い
た
論
法

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
書
の
存
在
は
、
柴
田
章
延
に
よ
る
と
、
一
九
二
七
年
に
日
ẃ
宗
の
宗
宝
調

査
で
確
認
さ
れ
た
も
の
の
太
平
洋
戦
争
の
空
襲
で
調
査
台
帳
が
焼
失
し
、
し
ば

ら
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う③
。
そ
れ
が
二
〇
一
一
年
の
資
料
調
査
を
機
に
翻

刻
さ
れ
、
現
代
語
訳
と
と
も
に
公
開
さ
れ
た
。
重
顕
寺
開
山
七
百
年
記
念
事
業

建
設
実
行
委
員
会
発
行
の
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
が
そ
れ
で
あ
る④
。

同
書
で
柴
田
章
延
は
⽛
存
覚
上
人
と
の
宗
論
に
つ
い
て
⽜
と
題
し
、⽝
法
華

問
答
⽞
と
の
関
連
に
言
及
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
⽝
法
華
問
答
⽞
が

宗
論
の
記
録
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
無
批
判
に
は
受
容
で

き
な
い⑤
。
ま
た
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
書
誌
も
い
ま
だ
判
然
と
し
て
お
ら
ず
、

存
覚
の
対
論
相
手
が
日
行
で
あ
る
と
い
う
根
拠
も
明
瞭
で
な
い⑥
。
成
立
年
代
の

検
討
を
含
め
、
あ
ら
た
め
て
事
実
関
係
の
整
理
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
注

意
さ
れ
る
の
は
、⽝
法
華
問
答
⽞
に
お
い
て
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
応
答
例

が
用
い
ら
れ
な
い
争
点
へ
の
言
及
で
あ
る
。

一
八



⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
は
⽛
諸
宗
謗
法
ハ
随
テ
口
作
𥾀ニ
可
問
答
𥾀ス⑦
⽜
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
特
定
の
争
点
に
対
す
る
応
答
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
柴
田

章
延
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、⽝
法
華
問
答
⽞
の
特
定
の
争
点
に
⽝
諸
宗
問
答
口
作

集
⽞
の
応
答
例
が
認
め
ら
れ
な
い
点
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
存
覚
が
記

録
し
な
か
っ
た
か
、
日
行
が
応
答
を
控
え
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
い

る⑧
。し

か
し
、
こ
れ
ら
の
争
点
に
つ
い
て
⽝
法
華
問
答
⽞
を
検
討
す
る
と
、
異
な

る
事
情
が
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
華
宗
徒
が
反
論
し
づ
ら
い
点
を
理
解

し
た
上
で
用
い
ら
れ
た
存
覚
の
論
法
に
よ
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
ま
ず
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
先
行
研
究
を
整
理
し
、

所
見
を
提
出
す
る
。
次
に
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
と
⽝
法
華
問
答
⽞
か
ら
四
つ

の
争
点
を
挙
げ
、
宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法
を
う
か
が
う
。
第
一
は
⽝
法
華

経
⽞
に
説
か
れ
る
舎
利
弗
が
見
た
授
記
の
解
釈
で
あ
る
。
第
二
は
法
華
宗
に
お

け
る
師
資
相
承
で
あ
る
。
第
三
は
⽝
選
択
本
願
念
仏
集
⽞（
以
下
⽝
選
択
集
⽞）

に
お
け
る
⽛
且
⽜
と
⽛
捨
閉
閣
抛
⽜
の
解
釈
で
あ
る
。
第
四
は
⽝
法
華
経
⽞
と

念
仏
に
対
す
る
勝
劣
へ
の
言
及
で
あ
る
。

な
お
、
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
通
用
字
体
を
用

い
る
。

一
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
書
誌

こ
こ
で
は
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
先
行
研
究
を
整
理
し
、
所
見
を
提
供
す

る
。⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
原
本
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
著
者
は
日
ẃ

（
一
二
二
二
ᴷ
一
二
八
二
）
の
弟
子
で
あ
る
日
像
（
一
二
六
九
ᴷ
一
三
四
二
）
と
の

関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
文
永
九
（
一

二
七
二
）
年
以
降
と
推
察
さ
れ
る
。

一
ᴷ
一
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
著
者

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
著
者
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
日
像
と
の
関
連

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
像
は
日
ẃ
の
定
め
た
六
老
僧
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ

る
。
永
仁
二
（
一
二
九
四
）
年
に
京
都
へ
進
出
し
、
一
時
は
院
宣
に
よ
っ
て
京

都
を
追
放
さ
れ
る
も
の
の
、
元
亨
元
（
一
三
二
一
）
年
に
妙
顕
寺
を
建
立
、
同

寺
は
建
武
元
（
一
三
三
四
）
年
に
勅
願
寺
の
綸
旨
を
受
け
て
い
る⑨
。

こ
の
よ
う
に
京
都
で
教
線
を
拡
大
し
た
日
像
に
つ
い
て
、⽝
諸
宗
問
答
口
作

集
⽞
の
著
者
で
あ
る
可
能
性
に
言
及
す
る
の
が
柴
田
章
延
で
あ
る
。
柴
田
章
延

は
重
顕
寺
蔵
本
の
奥
書
を
手
が
か
り
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

奥
書
で
は
、
鶏
冠
井
村
真
言
寺
実
賢
が
日
行
の
兄
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
口

入
れ
に
よ
り
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
を
書
写
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
な
っ

て
い
る
が
、
原
本
の
著
者
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。（
中
略
）
実
賢
の
師

は
日
像
で
あ
る
か
ら
、
実
賢
の
口
入
れ
で
書
写
し
た
と
い
う
事
に
な
れ
ば
、

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
原
本
の
著
者
は
日
像
の
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。⑩

奥
書
に
よ
る
と
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
は
日
行
の
兄
弟
子
で
あ
る
実
賢
の
口
入

れ
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
実
賢
の
師
が
日
像
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

日
像
が
著
者
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
奥
書

と
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法

一
九



一
諸
宗
問
答
集
一
巻
依
実
賢
口
入
奉
拝
写
者
也

一
外
ニ
日
像
聖
人
御
本
尊
一
幅
為
改
宗
褒
美

所
被
遣
也

洛
西
乙
訓
鶏
冠
井
村
真
言
寺
実
賢
者

本
末
為
余
師
兄
也
像
師
命
彼
僧
而
示
法

花
之
深
義
余
信
伏
随
従
而
忽
捨
密
宗

帰
一
乗
因
茲
件
之
重
宝
奉
感
得
者
也

清
光
山
重
顕
寺
住
僧

于
時
応
長
元
大
才
辛
亥
仲
陽
良
日

戎
善
院
日
行
（
花
押
）⑪

重
顕
寺
の
開
基
で
あ
る
日
行
が
応
長
元
（
一
三
一
一
）
年
に
書
写
し
た
様
子
を

伝
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
奥
書
の
一
紙
の
み
筆
跡
や
虫
損
の
跡
が
他
と
異

な
り
、
後
筆
で
あ
る
と
さ
れ
る⑫
。

こ
の
ほ
か
、
以
下
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
日
像
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。⽝
水
㚌
町
史
⽞
に
は
⽛
同
寺
に
は
宗
門
の
重
大
霊
宝
と
し
て
日
像
作
の
諸

宗
折
伏
の
要
文
要
記
を
自
筆
せ
る
、
秘
蔵
録
上
中
下
三
巻
が
あ
る
が
、
重
顕
寺

の
諸
宗
問
答

(マ
マ
)

口
集
は
此
れ
の
写
し
で
は
あ
る
ま
い
か
と
云
は
れ
る
。⑬⽜
と
い
い
、

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
は
⽝
秘
蔵
録
⽞
の
書
写
本
と
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
。
ま

た
小
林
定
市
に
よ
る
と
⽛⽝
秘
蔵
集
⽞
の
写
と
推
定
さ
れ
る
⽝
秘
蔵
録
⽞
三
巻

が
南
真
経
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
重
顕
寺
の
⽝
諸
宗

(
マ

マ
)

問
答
集
⽞
も
南
真
経
寺

の
⽝
秘
蔵
録
⽞
の
写
し
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。⑭⽜
と
い
う
。
つ
ま
り
、

⽝
秘
蔵
集
⽞
の
書
写
本
が
⽝
秘
蔵
録
⽞、⽝
秘
蔵
録
⽞
の
書
写
本
が
⽝
諸
宗
問
答

口
作
集
⽞
と
さ
れ
る
と
い
う
。⽝
秘
蔵
集
⽞
と
⽝
秘
蔵
録
⽞
に
つ
い
て
は
調
査

中
で
あ
る⑮
。
と
も
あ
れ
、
い
ず
れ
の
書
物
も
日
像
に
由
来
す
る
旨
を
述
べ
る
点

で
先
行
研
究
は
共
通
し
て
い
る
。

一
ᴷ
二
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
成
立
時
期

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
柴
田
章
延
は
複
数
の
観
点

か
ら
推
察
を
試
み
て
い
る
。

ま
ず
、
重
顕
寺
蔵
本
の
書
体
を
⽛
所
謂
⽛
く
り
く
り
文
字
⽜
と
呼
ば
れ
る
、

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
初
期
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。⑯⽜
と
述
べ
て

い
る
。
次
に
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
⽛
経
ニ
モ
無
キ
事
ヲ
カ
マ
ヘ
テ
云
ヘ

ト
モ
権
教
ニ
テ
候
間
何
ト
シ
テ
モ
亡
国
堕
獄
無
疑
𥾀者
也⑰
⽜
と
い
う
文
に
つ
い

て
⽛
釈
尊
の
説
か
れ
た
経
に
も
な
い
こ
と
を
構
え
て
（
な
ん
と
か
し
て
）
云
お

う
と
し
て
も
、
権(マ

マ
)

経
で
あ
る
限
り
、
ど
う
し
て
も
亡
国
堕
獄
は
疑
い
の
な
い
こ

と
で
あ
る
。⑱⽜
と
現
代
語
訳
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⽛
カ
マ(マ

マ
)

エ
テ
⽜
と
い
う
語
は
、
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
は
否

定
・
肯
定
何
れ
の
語
と
も
結
び
つ
い
て
使
用
さ
れ
た
が
、
室
町
期
に
は
否

定
語
と
結
び
つ
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
定
着
し
た
。
こ
こ
で
は
肯
定
す

る
語
と
一
緒
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
は
南
北

朝
期
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
つ
の
証
左
と
な
る
も
の
で
あ
る
。⑲

⽛
カ
マ
ヘ
テ
⽜
が
肯
定
す
る
語
と
と
も
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
い
、
南
北
朝
期

に
著
さ
れ
た
一
つ
の
証
左
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⽛
又
何
ト
シ
テ
モ
真
言
亡
国
難
シ
遁

代
々
ノ
帝
王
持
之
玉
フ
⽜
と
い
う

部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
像
が
日
ẃ
聖
人
よ
り
帝
都
弘
通
を
委
嘱
さ
れ

二
〇



た
と
い
う
伝
承
を
強
く
連
想
さ
せ
る
一
文
で
あ
る
。
日
像
が
後
醍
醐
天
皇

よ
り
妙
顕
寺
を
勅
願
寺
と
す
る
綸
旨
を
給
わ
る
の
が
建
武
元
年
（
一
三
三

四
）
で
あ
る
が
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
記
述
を
見
る
限
り
、
日
像
に

よ
る
著
作
年
代
は
こ
の
年
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。⑳

⽛
代
々
ノ
帝
王
持
之
玉
フ
⽜
と
い
う
点
か
ら
、
妙
顕
寺
が
勅
願
寺
と
な
る
前
の

成
立
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
柴
田
章
延
は
書
体
、
語
句
の
用
例
、
内
容
か
ら
想
起
さ
れ
る
日

像
の
伝
承
に
基
づ
き
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
成
立
は
建
武
元
（
一
三
三
四
）

年
を
さ
か
の
ぼ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
成
立
年
代
の
推
察
に
際
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、⽝
諸
宗
問
答
口

作
集
⽞
が
⽝
観
無
量
寿
経
⽞
と
⽝
法
華
経
⽞
の
成
立
順
序
と
い
う
争
点
を
有
す

る
点
で
あ
る
。
池
田
令
道
は
⽛
日
ẃ
遺
文
に
は
、
法
華
経
と
観
経
等
の
後
先
を

論
じ
た
り
、
観
経
等
を
法
華
経
以
後
と
す
る
浄
土
側
の
主
張
も
見
ら
れ
な
い
⽜

と
い
い
、⽛
そ
れ
が
論
争
と
な
る
の
は
日
ẃ
滅
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。⽜
と
述
べ

て
い
る㉑
。
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
に
成
立
し
た
⽝
法
華
浄
土
問
答
鈔
⽞
に
は

日
ẃ
と
弁
成
の
宗
論
が
記
録
さ
れ
て
い
る㉒
。
池
田
令
道
が
指
摘
す
る
と
お
り
、

そ
こ
に
両
経
の
順
序
を
争
う
様
子
は
認
め
ら
れ
な
い㉓
。
し
た
が
っ
て
、⽝
諸
宗

問
答
口
作
集
⽞
の
成
立
年
は
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
以
降
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
の
他
の
手
が
か
り
に
、⽝
安
楽
集
⽞
と
⽝
大
集
経
⽞
の
問
題
を
右
の
争
点

に
応
用
す
る
様
子
が
⽝
金
綱
集
⽞
と
の
関
連
か
ら
注
意
さ
れ
る㉔
。
た
だ
し
、
詳

細
な
検
討
は
⽝
金
綱
集
⽞
の
⽛
日
王
丸
本
⽜
と
⽛
日
進
本
⽜
の
翻
刻
が
ま
た
れ

る
た
め
、
今
後
の
課
題
で
あ
る㉕
。

以
上
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
先
行
研
究
を
整
理
し
た
。
所
見
と
し
て
、

著
者
に
つ
い
て
は
⽝
秘
蔵
集
⽞
あ
る
い
は
⽝
秘
蔵
録
⽞
と
の
照
合
に
よ
る
研
究

成
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年

以
降
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。

二
⽝
法
華
問
答
⽞
に
お
け
る
存
覚
の
論
法

こ
こ
で
は
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
と
⽝
法
華
問
答
⽞
か
ら
四
つ
の
争
点
を
挙

げ
、
宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法
を
う
か
が
う
。
存
覚
は
、
法
華
宗
徒
が
批
判

し
づ
ら
い
対
象
を
釈
尊
、
智
顗
（
五
三
八
ᴷ
五
九
七
）、
最
澄
（
七
六
七
ᴷ
八
二

二
）
と
理
解
し
、
こ
れ
ら
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
で
法
華
宗
徒
の
反
論
を
回

避
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、⽝
選
択
集
⽞
を
注
釈
す

る
こ
と
で
、
念
仏
と
諸
行
に
勝
劣
の
義
を
立
て
つ
つ
、
法
然
に
対
す
る
謗
法
の

批
判
を
回
避
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
ᴷ
一

舎
利
弗
が
見
た
授
記
の
解
釈

法
華
宗
徒
の
正
依
の
経
典
で
あ
る
⽝
法
華
経
⽞
に
は
⽛
我
昔
従
仏
聞
如
是
法
。

見
諸
菩
薩
授
記
作
仏
。㉖⽜
と
説
か
れ
て
い
る
。⽛
我
⽜
こ
と
舎
利
弗
は
⽝
法
華

経
⽞
が
説
か
れ
る
よ
り
前
に
諸
菩
薩
の
授
記
を
見
た
と
い
う
。
法
華
宗
徒
に
お

い
て
爾
前
の
経
典
は
未
顕
真
実
と
さ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
授
記
が
ど

の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
か
が
争
点
で
あ
る
。

舎
利
弗
が
見
た
授
記
の
解
釈
に
つ
い
て
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
は
最
澄
を

根
拠
に
、
成
仏
ま
で
に
歴
劫
を
要
す
る
授
記
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
一
方
で

宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法

二
一



⽝
法
華
問
答
⽞
は
智
顗
を
根
拠
に
、
方
等
に
お
け
る
菩
薩
の
授
記
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
ま
た
、
爾
前
に
も
得
益
が
存
す
る
と
主
張
す
る
。
智
顗
や
最
澄
は
日

ẃ
教
学
で
重
用
さ
れ
る
人
物
で
あ
る㉗
。
存
覚
は
智
顗
に
根
拠
を
求
め
る
こ
と
で
、

爾
前
の
経
典
を
未
顕
真
実
と
す
る
法
華
宗
徒
の
理
解
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、

反
論
の
回
避
を
試
み
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
以
下
、⽝
諸
宗
問
答

口
作
集
⽞
と
⽝
法
華
問
答
⽞
の
主
張
を
検
討
す
る
。

ま
ず
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
は
⽛
但
已
舎
利
弗
ノ
領
解
ノ
文
ニ
者
以
舎
利
弗

ノ
言
𥾀ヲ
不
可
壊
仏
菩
薩
ノ
金
言
𥾀ヲ㉘
⽜
と
い
い
、
舎
利
弗
の
発
言
を
用
い
な
い

よ
う
法
華
宗
徒
に
注
意
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
対
論
相
手
か
ら
言
及
さ
れ
た
際

に
は
次
の
よ
う
に
応
答
す
る
よ
う
述
べ
て
い
る
。

何
ソ
舎
利
弗
ノ
言
ヲ
用
耶

況
ヤ
舎
利
弗
迷
惑
ノ
人
也

サ
レ
ハ
経
ニ
ハ

云
𥿜テ
失
於
如
来
無
量
知
見
𥾀ト
如
来
知
見
ヲ
失
フ
人
也

何
此
人
ノ
言
ヲ

信
テ
等
妙
二
覚
ノ
金
言
ヲ
背
ク
条
甚
深
失
也

就
中
舎
利
弗
ハ
法
花
已
前

ニ
於
テ
ハ
歴
劫
授
記
ヲ
見
テ
直
道
ノ
授
記
ヲ
ハ
不
見
𥾀
歴
劫
授
記
ト
者

一
座
ノ
授
記
也

並
座
ノ
時
ハ
終
不
始
成
授
記
也㉙

舎
利
弗
は
如
来
の
知
見
を
失
う
迷
惑
の
人
で
あ
る
か
ら
信
用
で
き
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
舎
利
弗
が
見
た
授
記
と
は
歴
劫
の
授
記
で
あ
っ
て
直
道
の
授
記
で
は
な

い
と
い
う
。
歴
劫
の
授
記
と
は
釈
尊
一
座
の
授
記
で
歴
劫
を
要
し
、
直
道
の
授

記
と
は
⽛
並
座
ノ
時
⽜
す
な
わ
ち
釈
尊
と
多
宝
如
来
が
並
座
す
る
際
の
授
記
を

さ
す
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
授
記
を
区
別
す
る
根
拠
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

る
。

秀
句
上
云

舎
利
弗
見
此
歴
劫
ノ
記
𥾀ヲ

発
感
傷
之
悔
ヲ

法
花
已
前

ノ
教
ニ
ハ
不
説
直
道
法
𥾀ヲ

誰
カ
修
直
道
ノ
行
𥾀ヲ

已
ニ
不
直
道
行
ニ

誰
得
直
道
記
𥾀ヲ

已
ニ
無
直
道
記
𥾀
舎
利
弗
何
ヲ
見

舎
利
弗
不
見
𥾀

何
発
咨
シ
瑳
悔
セ
ン

但
聞
テ
因
分
ノ
円
教
ヲ

別
門
ニ
悟
円
人
𥾀ヲ

雖
似
九
日
月
𥾀ニ
不
如
十
五
夜
𥾀ニ

華
厳
已
来
被
随
宜
ノ
法
𥾀ニ

本
法

ハ
法
花
ナ
リ

々
々
已
前
ニ
都
テ
不
説

故
経
云

世
尊
法
久
後

要
当

説
真
実
云

㉚々

⽝
法
華
秀
句
⽞
に
よ
る
と
、
舎
利
弗
は
⽛
歴
劫
ノ
記
⽜
を
見
て
⽛
感
傷
之
悔
⽜

を
起
こ
し
て
い
る
と
い
う㉛
。⽝
法
華
経
⽞
よ
り
前
の
教
え
は
直
道
の
法
を
説
い

て
い
な
い
た
め
直
道
の
記
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
。⽝
華
厳
経
⽞
以
来
は
随
宜

の
法
で
、
本
法
は
⽝
法
華
経
⽞
で
あ
る
と
い
う
。
経
典
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
世

尊
が
方
便
の
後
に
真
実
を
説
く
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
主
張
を
検
討
し
た
。⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞

は
法
華
宗
徒
に
舎
利
弗
の
発
言
を
用
い
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。
ま
た
、

⽝
法
華
秀
句
⽞
で
い
わ
れ
る
感
傷
を
引
き
合
い
に
出
し
、
舎
利
弗
が
見
た
授
記

と
は
成
仏
ま
で
に
歴
劫
を
要
す
る
授
記
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

一
方
で
⽝
法
華
問
答
⽞
は
智
顗
の
⽝
法
華
文
句
⽞
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

⽝
法
花
⽞
第
二
⽛
譬
喩

品
⽜
に
い
は
く
、⽛
わ
れ
む
か
し
、
仏
に
随
ひ
て
か
く
の

ご
と
き
の
法
を
き
ゝ
、
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
の
授
記
作
仏
を
み
た
り
。
し
か

る
に
わ
れ
ら
こ
の
事
に
あ
づ
か
ら
ず
し
て
、
は
な
は
だ
み
づ
か
ら
感
傷

す
⽜
と
い
へ
り
。
大
師
こ
の
文
を
釈
し
て
⽝
文
句
⽞（
法
華
文
句
巻
五

上

釈
譬
喩
品
）
に
い

は
く
、⽛
た
ゞ
こ
れ
方
等
教
の
な
か
に
、
大
乗
の
実
恵
を
き
ゝ
し
と
。
い

二
二



ま
と
こ
と
な
ら
ず
。
か
る
が
ゆ
へ
に
如
是
法
と
い
ふ
な
り
。
授
記
と
い
ふ

は
、
た
ゞ
こ
れ
方
等
の
な
か
の
菩
薩
に
記
を
あ
た
ふ
。
二
乗
は
こ
の
事
に

あ
づ
か
ら
ず
し
て
、
は
な
は
だ
み
づ
か
ら
感
傷
す
⽜
と
い
へ
り
。
か
く
の

ご
と
き
の
経
釈
、
爾
前
の
得
益
に
あ
ら
ず
や
。㉜

⽝
法
華
文
句
⽞
に
よ
る
と
、
舎
利
弗
が
見
た
授
記
と
は
方
等
教
に
お
け
る
大
乗

の
実
恵
で
あ
り
、
今
と
異
な
ら
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
舎
利
弗
の
感
傷
と
は
授

記
の
対
象
が
方
等
の
菩
薩
で
あ
り
、
二
乗
が
こ
の
こ
と
に
預
か
ら
な
い
こ
と
に

由
来
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
智
顗
の
経
釈
は
爾
前
の
得
益
を
示
す
も
の
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
。
引
き
続
き
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

大
師
、
妙
の
字
を
釈
し
て
い
は
く
、⽛
こ
の
妙
と
か
の
妙
と
、
妙
義
こ
と

な
る
こ
と
な
し
⽜（
法
華
玄
義

巻
二
上

）
と
い
へ
り
。⽛
こ
の
妙
⽜
と
い
ふ
は
⽝
法

花
⽞
な
り
。⽛
か
の
妙
⽜
と
い
ふ
は
⽝
花
厳
⽞
な
り
。
大
師
の
こ
ゝ
ろ
、

二
経
の
義
ま
た
く
こ
れ
お
な
じ
。㉝

智
顗
の
釈
を
引
き
合
い
に
出
し
、⽝
華
厳
経
⽞
と
⽝
法
華
経
⽞
の
義
が
同
じ
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
五
時
八
教
判
に
お
い
て
⽝
華
厳
経
⽞
が
説
か
れ
た
の
は

華
厳
時
、
す
な
わ
ち
法
華
宗
徒
に
お
け
る
未
顕
真
実
の
時
期
で
あ
る
。
存
覚
は
、

智
顗
を
用
い
て
⽝
華
厳
経
⽞
と
⽝
法
華
経
⽞
の
義
が
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
る
こ

と
に
よ
り
、
華
厳
時
の
後
で
あ
る
方
等
時
に
も
得
益
が
存
す
る
と
主
張
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
⽝
法
華
問
答
⽞
は
日
ẃ
教
学
で
重
用
さ
れ
る
智
顗
を
引
き
合
い

に
出
し
て
爾
前
の
得
益
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
論
法
に
よ
り
、
存
覚
が

爾
前
の
経
典
を
未
顕
真
実
と
す
る
法
華
宗
徒
の
理
解
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、

反
論
の
回
避
を
試
み
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

二
ᴷ
二

法
華
宗
に
お
け
る
師
資
相
承

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
は
⽛
諸
宗
一
同
ノ
難
ニ
云

法
花
宗
ノ
立
義
ハ
只

日
ẃ
ノ
義
也
全
ク
非
師
資
相
承
ノ
法
門
𥾀ニ㉞
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
。
法
華
宗
は

日
ẃ
の
み
の
義
で
あ
り
、
師
資
相
承
の
法
門
で
な
い
と
い
う
批
判
を
諸
宗
一
同

か
ら
被
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
華
宗
徒
の
宗
論
に
お
い
て
師

資
相
承
が
争
点
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。

こ
の
争
点
に
つ
い
て
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
は
、
法
華
宗
は
釈
尊
の
所
立
で

あ
る
か
ら
、
相
承
が
な
い
と
述
べ
る
の
は
謗
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
一
方
で

⽝
法
華
問
答
⽞
は
、
智
顗
や
最
澄
を
引
き
合
い
に
出
し
、
浄
土
門
流
に
対
し
て

念
仏
無
間
と
批
判
す
る
の
は
⽝
法
華
経
⽞
の
深
意
を
解
さ
な
い
た
め
で
あ
る
と

主
張
す
る
。
そ
の
過
程
で
法
華
宗
の
師
資
相
承
の
問
題
を
批
判
し
て
い
る
。
存

覚
は
、
法
華
宗
徒
が
批
判
し
づ
ら
い
対
象
を
智
顗
や
最
澄
と
理
解
し
、
念
仏
無

間
へ
の
応
答
と
法
華
宗
に
お
け
る
師
資
相
承
の
批
判
を
試
み
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
こ
で
以
下
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
と
⽝
法
華
問
答
⽞
の
内
容
を

検
討
す
る
。

法
華
宗
に
師
資
相
承
が
な
い
と
い
う
批
判
に
対
し
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞

は
次
の
よ
う
な
応
答
例
を
示
し
て
い
る
。

相
承
云

凡
師
資
相
承
ト
者
依
ヲ
金
言
𥾀ニ
相
承
ト
可
云
𥾀也

論
師
人
師

等
ノ
依
ル
ヲ
ハ
口
伝
𥾀ニ
不
可
云
相
承
𥾀ト
ハ
涅
槃
経
ノ
依
法
不
依
人
等

云
々

十
住
毘
婆
娑
論
云
龍
樹
尺

依
修
多
羅
白
論
不
依
修
多
羅
黒
論

宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法

二
三



云
々

玄
十
云

与
修
多
羅
合
者
録
而
用
之
無
文
無
義
不
可
信
受
云
々

秀
句
下
云

誠
願
ク
ハ
一
乗
ノ
君
子
依
憑
シ
テ
仏
説
𥾀ニ
莫
レ
信
コ
ト
口

伝
𥾀仰
信
誠
文
莫
信
偽
会
也

又
云

薬
王
今
告
汝
我
所
説
諸
経
而
於
此

経
中
法
花
最
第
一
已
上
経
文㉟

師
資
相
承
と
は
金
言
に
よ
る
の
で
あ
り
、
論
師
や
人
師
の
口
伝
に
よ
る
の
で
は

な
い
と
い
う
。⽝
涅
槃
経
⽞
は
法
に
よ
っ
て
人
に
よ
ら
な
い
こ
と
を
説
き
、
龍

樹
は
修
多
羅
に
よ
る
こ
と
を
白
論
、
修
多
羅
に
よ
ら
な
い
こ
と
を
黒
論
と
釈
し

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
⽝
法
華
玄
義
⽞
に
は
、
修
多
羅
と
合
す
れ
ば
用
い
、
文

や
義
が
な
け
れ
ば
信
受
す
べ
き
で
な
い
と
述
べ
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
⽝
法
華

秀
句
⽞
に
は
、
口
伝
を
信
じ
ず
仏
説
に
依
憑
す
る
よ
う
述
べ
ら
れ
る
と
い
う
。

そ
し
て
経
文
（⽝
法
華
経
⽞
を
指
す
か㊱
）
に
は
、
諸
経
に
お
い
て
法
華
経
が
最
第

一
で
あ
る
と
薬
王
菩
薩
に
向
け
て
説
か
れ
る
と
い
う
。
こ
の
経
文
を
踏
ま
え
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

尺
迦
世
尊
ノ
立
宗
之
言
ハ
法
花
経
に
為
玉
ヘ
リ

極
金
口
校
量
深
可
信

受
𥾀哉
云
々

依
ラ
ハ
此
等
ノ
解
尺
𥾀ニ
押
テ
汝
等
ニ
可
云
ト
謗
法
ト
云
フ

ハ
是
也

其
故
ハ
既
尺
尊
所
立
ノ
法
花
宗
ヲ
無
相
承
𥾀ト
云
フ
是
レ
非
謗

法
𥾀ニ
耶㊲

釈
尊
の
立
宗
の
言
は
⽝
法
華
経
⽞
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
釈
尊
所
立
の
法
華
宗
に
相
承
が
な
い
と
述
べ
る
の
は
謗
法
で
は
な
い
か
と

い
う
。

以
上
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
主
張
を
検
討
し
た
。⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞

は
⽝
涅
槃
経
⽞、
龍
樹
、
智
顗
、
最
澄
、
薬
王
菩
薩
へ
の
釈
尊
の
説
法
を
引
き

合
い
に
出
し
、
師
資
相
承
と
は
経
典
の
金
言
に
よ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
経

典
の
最
第
一
は
⽝
法
華
経
⽞
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
釈
尊
の
立
宗
の
言
と
解

し
、
相
承
が
な
い
と
い
う
批
判
は
謗
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

一
方
で
⽝
法
華
問
答
⽞
は
法
華
宗
に
お
け
る
師
資
相
承
の
問
題
に
つ
い
て
、

念
仏
無
間
へ
の
反
論
に
付
随
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

し
か
る
に
天
台
大
師
は
、
法
花
三
昧
を
え
て
⽝
法
花
の
疏
⽞（
法
華
玄
義

巻
一
下

）

を
つ
く
り
、
光
宅
を
破
し
て
⽛
余
者
望
風
⽜
と
い
ふ
。
光
宅
、
七
度
生
じ

て
七
度
⽝
法
花
の
疏
⽞
を
つ
く
る
と
い
へ
ど
も
、⽝
経
⽞
の
深
意
を
し
ら

ず
。
い
は
ん
や
、
相
伝
な
く
し
て
わ
づ
か
に
経
文
ば
か
り
を
自
見
し
て
、

諸
経
の
明
文
に
く
ら
く
し
て
、
漢
家
・
本
朝
の
高
徳
・
祖
師
の
釈
を
破
し

て
、
あ
ま
さ
へ
念
仏
無
間
の
業
と
い
ふ
。㊳

智
顗
が
光
宅
こ
と
法
雲
（
四
六
七
ᴷ
五
二
九
）
を
破
し
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、

法
雲
で
さ
え
⽝
法
華
経
⽞
の
深
意
を
解
さ
な
い
と
い
い
、
念
仏
が
無
間
の
業
で

あ
る
と
述
べ
る
法
華
宗
徒
の
経
典
理
解
を
批
判
し
て
い
る
。
引
き
続
き
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

も
し
法
花
の
深
意
を
し
ら
ば
、
も
は
ら
弥
陀
を
た
ふ
と
ぶ
べ
し
。
ゆ
へ
い

か
ん
と
な
れ
ば
、
天
台
大
師
普
門
品
を
釈
し
て
い
は
く
、⽛
一
乗
妙
法
ẃ

花
経
は
、
観
自
在
の
密
号
な
り
。
浄
妙
国
土
に
し
て
は
弥
陀
と
な
づ
け
、

五
濁
悪
世
に
し
て
は
観
音
と
な
づ
く
⽜
と
い
へ
り
。
ま
た
い
は
く
、⽛
む

か
し
霊
山
に
あ
り
て
は
法
花
と
な
づ
く
。
い
ま
西
方
に
あ
り
て
は
弥
陀
と

名
け
た
て
ま
つ
る
。
娑
婆
に
し
て
は
称
し
て
観
世
音
と
す
。
三
世
の
利
益

同
く
一
体
な
り
⽜
と
い
へ
り
。
伝
教
大
師
の
い
は
く
、⽛
は
じ
め
妙
法
ẃ

二
四



花
経
よ
り
、
を
は
り
作
礼
而
去
の
文
に
い
た
る
ま
で
、
一
々
の
文
字
は
殊

妙
の
理
な
り
。
み
な
こ
れ
西
方
の
阿
弥
陀
仏
也
⽜
と
い
へ
り
。
か
く
の
ご

と
く
の
解
釈
を
み
る
に
、
法
花
と
弥
陀
と
ま
た
く
一
体
異
名
な
り
。（
中

略
）
弥
陀
を
信
じ
て
法
花
を
そ
し
り
、
法
花
を
信
じ
て
弥
陀
を
そ
し
ら
ん

は
、
た
と
へ
ば
流
を
く
み
て
、
み
な
か
み
を
濁
す
が
如
し
。
い
は
ん
や
、

天
台
大
師
の
解
釈
に
そ
む
き
て
、
相
伝
な
く
し
て
別
義
を
た
て
ゝ
、
し
か

も
法
花
宗
と
号
す
。
か
く
の
ご
と
き
の
義
、
目
あ
ら
ん
と
も
が
ら
信
用
に

あ
ら
ず
。㊴

⽝
法
華
経
⽞
の
深
意
を
知
る
の
で
あ
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
を
尊
ぶ
べ
き
で
あ
る
と

い
う
。
そ
の
根
拠
に
智
顗
や
最
澄
の
解
釈
を
示
し
、⽝
法
華
経
⽞
と
阿
弥
陀
仏

を
関
連
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
い
ず
れ
か
一
方
で
も
謗
る
こ
と
は
水

上
を
汚
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
法
華
宗
に
つ
い
て
、
智
顗
の

解
釈
に
背
き
相
伝
な
く
別
義
を
立
て
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。
引
き
続
き
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

そ
も
そ
も
大
師
の
本
地
を
と
ぶ
ら
へ
ば
、
薬
王
菩
薩
の
化
身
、
四
十
二
品

の
無
明
を
断
ず
。
等
覚
無
垢
の
薩
埵
、
入
重
玄
門
の
大
聖
、
む
か
し
霊
山

に
あ
り
て
は
法
花
の
聴
衆
、
い
ま
晨
州
に
い
で
ゝ
は
、
ま
た
法
花
の
深
意

を
さ
と
る
。
一
代
聖
教
を
高
覧
あ
る
こ
と
十
五
遍
、
し
か
る
に
こ
の
一
事

に
を
ひ
て
、
霊
山
の
法
花
、
西
方
の
阿
弥
陀
、
各
別
な
る
に
を
ひ
て
は
、

あ
や
ま
て
一
体
と
釈
せ
ら
る
べ
か
ら
ず
。㊵

智
顗
は
薬
王
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
ほ
ど
の
人
物
に
よ
る
法
華
と

弥
陀
の
一
体
説
が
誤
釈
で
あ
る
は
ず
が
な
い
と
い
う㊶
。

こ
の
よ
う
に
⽝
法
華
問
答
⽞
は
念
仏
無
間
の
反
論
に
付
随
し
て
法
華
宗
に
お

け
る
師
資
相
承
の
問
題
に
触
れ
、
智
顗
や
最
澄
の
解
釈
を
用
い
て
法
華
宗
徒
の

経
典
理
解
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
論
法
に
よ
り
、
存
覚
が
法
華
宗
徒

に
よ
る
反
論
の
回
避
を
試
み
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

二
ᴷ
三
⽝
選
択
集
⽞
に
お
け
る
⽛
且
⽜
と
⽛
捨
閉
閣
抛
⽜
の
解
釈

法
華
宗
徒
は
⽝
選
択
集
⽞
の
内
容
が
謗
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
根
拠

は
⽛
且
⽜
や
⽛
捨
閉
閣
抛
⽜
と
概
括
さ
れ
る
漢
字
で
あ
る㊷
。
こ
れ
ら
の
漢
字
が

ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
か
が
争
点
で
あ
る
。

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
は
、⽝
選
択
集
⽞
が
⽝
法
華
経
⽞
を
排
除
し
た
り
難
に

配
当
し
た
り
す
る
た
め
謗
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
一
方
で
⽝
法
華
問
答
⽞
は

同
様
の
批
判
に
対
し
、
廃
立
や
難
易
を
述
べ
る
こ
と
が
謗
法
で
あ
れ
ば
、
経
典

の
文
や
智
顗
も
謗
法
と
い
う
の
か
と
反
論
す
る
。
存
覚
は
、
法
華
宗
徒
が
批
判

し
づ
ら
い
対
象
を
釈
尊
や
智
顗
と
理
解
し
て
論
法
に
用
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
こ
で
以
下
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
と
⽝
法
華
問
答
⽞
の
内
容
を
検

討
す
る
。

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
⽛
浄
土
宗
問
答㊸
⽜
に
は
、
浄
土
門
流
と
法
華
宗
徒

の
宗
論
記
録
を
想
起
さ
せ
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

有
人
云
閉
捨
等
ノ
尺
ハ
非
ス
謗
言
𥾀ニ
尺
ノ
意
ハ
如
我
等
𥾀カ
者
理
深
経
ヲ

修
行
ス
レ
ト
モ
難
解
難
入
ノ
故
ニ
且
ク
是
ヲ
閣
テ
修
𥿜シ
テ
他
力
ノ
本
願

ノ
念
仏
𥾀ヲ
安
々
ト
詣
西
方
極
楽
ニ
得
利
根
智
慧
𥾀ヲ
奉
値
𥿜弥
陀
観
音
等
𥾀

ニ
法
花
ヲ
聴
聞
シ
テ
忽
悟
ラ
ム
ト
云
尺
也

永
ク
非
サ
ル
可
シ
捨
之
也㊹

宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法

二
五



⽛
有
人
⽜
こ
と
浄
土
門
流
の
人
物
に
よ
る
と
、
理
深
経
を
修
行
し
て
も
難
解
難

入
で
あ
る
た
め
⽛
且
ク
⽜
さ
し
お
く
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
永
遠
で
は
な
く

一
時
の
⽛
閉
捨
等
⽜
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
法
華
宗
徒
は
⽛
難
解
難
入

ノ
理
ト
云
々
何
経
文
𥾀ニ
耶㊺
⽜
と
い
い
、
難
解
難
入
の
出
典
を
問
う
。
浄
土
門

流
の
応
答
は
⽛
法
花
経
云
已
説
今
説
当
説
乃
至
難
解
等
云

㊻々
⽜
と
い
い
、⽝
法

華
経
⽞
が
出
典
で
あ
る
と
い
う
。
す
る
と
法
華
宗
徒
は
⽛
尋
云
爾
者
汝
チ
此
経

ヲ
以
テ
立
ル
之
耶
（
中
略
）
爾
者
汝
カ
依
経
方
便
者
無
異
論
𥾀耶㊼
⽜
と
い
い
、

⽝
法
華
経
⽞
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
浄
土
門
流
の
依
経
は
方
便
で
あ
る
と
認
め
る

こ
と
に
な
る
と
い
う㊽
。
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
義
云

捨
閉
閣
抛
ハ
承
伏
也

但
シ
依
テ
且
ノ
字
ニ
非
ス
ト
謗
法
ノ

言
𥾀ニ
云
耶
（
中
略
）
難
云
若
シ
人
背
テ
賢
王
ノ
政
道
𥾀ニ
不
ス
仕
𥾀
剰

ヘ
勧
万
人
𥾀ヲ
永
ク
令
ム
背
𥿜カ
勅
命
ヲ
𥾀乍
居
其
国
𥾀ニ
志
シ
他
国
ノ
王
ニ

通
セ
ム
諸
人
ヲ
教
派
シ
テ
他
国
ノ
王
ニ
令
仕
𥾀
如
此
乃
至
一
生
ノ
間
セ

ム

然
ト
云
ヘ
ト
モ
且
ク
言
有
之
リ
ト
テ
其
科
可
遁
𥾀耶

其
上
捨
閉
ノ

二
ハ
且
ノ
字
無
之

謗
法
無
異
論
𥾀耶㊾

⽛
捨
閉
閣
抛
⽜
に
つ
い
て
は
承
伏
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
た
と
え
一
時
で
あ

る
こ
と
を
指
す
⽛
且
⽜
の
字
を
有
し
て
も
謗
法
を
免
れ
な
い
と
い
う
。
ま
た

⽛
捨
⽜
と
⽛
閉
⽜
を
含
む
語
句
は
⽛
且
⽜
の
字
を
伴
わ
な
い
た
め
、
も
と
よ
り

謗
法
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
主
張
を
検
討
し
た
。⽛
捨
閉
閣
抛
⽜
が
謗
法

で
な
い
根
拠
を
⽝
法
華
経
⽞
に
求
め
れ
ば
、
そ
の
⽝
法
華
経
⽞
に
基
づ
き
浄
土

門
流
の
依
経
が
方
便
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
た
と
え
一
時
で

あ
っ
て
も
⽝
法
華
経
⽞
を
排
除
し
た
り
難
に
配
当
し
た
り
す
れ
ば
謗
法
で
あ
る

と
い
う
。

一
方
で
⽝
法
華
問
答
⽞
は
⽛
し
ば
ら
く
不
堪
の
機
に
対
し
て
、
ひ
と
へ
に
念

仏
を
す
ゝ
め
ん
が
た
め
に
⽛
捨
閉
⽜
等
と
い
へ
り㊿
⽜
と
い
い
、⽝
諸
宗
問
答
口

作
集
⽞
が
応
答
例
を
示
す
語
句
に
触
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
以
下
の

よ
う
に
経
典
の
文
や
智
顗
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

上
人
の
⽝
選
択
⽞
を
ひ
き
て
謗
法
と
い
ふ
、
こ
れ
又
所
難
と
す
る
に
た
ら

ず
。（
中
略
）
し
ば
ら
く
不
堪
の
機
に
対
し
て
、
ひ
と
へ
に
念
仏
を
す
ゝ

め
ん
が
た
め
に
⽛
捨
閉
⽜
等
と
い
へ
り
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
く

不
生
不
閉
、
本
願
に
あ
ら
ず
。
故
に
⽛
捨
閉
⽜
等
と
い
ふ
な
り
。（
中
略
）

し
か
も
廃
立
の
一
義
を
も
て
謗
法
と
い
は
ゞ
、⽝
阿
弥
陀
経
⽞
の
小
善
根

不
生
の
文
、
い
か
ん
が
謗
法
と
い
は
ん
。⠗

⽝
選
択
集
⽞
に
お
け
る
⽛
捨
閉
等
⽜
と
は
、
不
堪
の
機
に
念
仏
を
勧
め
る
た
め

に
い
わ
れ
る
と
い
う
。
廃
立
の
義
を
謗
法
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、⽝
阿
弥
陀
経
⽞

の
文
が
謗
法
と
い
え
る
の
か
と
い
う
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
存
覚
が
経

典
の
文
を
引
き
合
い
に
出
す
点
で
あ
る
。
経
典
は
仏
で
あ
る
釈
尊
に
説
か
れ
る

た
め
、
そ
こ
に
謗
法
を
認
め
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
日
ẃ
は
⽝
守
護
国
家

論
⽞
に
お
い
て
、
釈
尊
が
諸
経
で
勝
劣
を
説
く
旨
を
述
べ
て
い
る⠘
。
た
と
え

⽝
阿
弥
陀
経
⽞
が
法
華
宗
徒
に
お
け
る
未
顕
真
実
の
経
典
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ

を
説
く
釈
尊
ま
で
は
批
判
し
づ
ら
い
と
理
解
さ
れ
存
覚
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

引
き
続
き
⽝
法
華
問
答
⽞
は
智
顗
を
引
き
合
い
に
出
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
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て
い
る
。

も
し
法
花
を
難
行
道
に
摂
す
る
を
も
て
謗
法
と
い
は
ゞ
、
天
台
大
師
を
も

謗
法
の
人
と
い
ふ
べ
を
や
。
し
か
る
に
大
師
は
法
花
三
昧
を
え
て
、
し
か

も
臨
終
に
及
て
⽝
法
花
経
⽞
を
手
に
と
り
て
い
は
く
、⽛
こ
の
⽝
妙
法
花
⽞

は
本
迹
二
門
に
し
て
、
そ
の
理
深
遠
な
り
。
さ
と
り
が
た
く
入
り
が
た
し
。

し
ば
ら
く
を
ひ
て
論
ぜ
ず
⽜（
智
者
大
師

別
伝
意

）
と
。
つ
ぎ
に
⽝
観
経
⽞
を
手
に

と
り
て
⽛
す
な
は
ち
西
方
に
ま
う
で
ゝ
、
仏
に
ま
う
あ
ふ
て
さ
と
り
を
ひ

ら
か
ん
⽜（
智
者
大
師

別
伝
意

）
と
い
へ
り
。
か
く
の
ご
と
き
の
現
文
に
難
易
の
義

い
よ
い
よ
あ
ら
は
な
り
。⠙

⽝
法
華
経
⽞
を
難
行
道
に
配
当
す
る
こ
と
が
謗
法
で
あ
れ
ば
、
智
顗
ま
で
謗
法

の
人
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
。
智
顗
は
臨
終
に
際
し
て
⽝
法
華
経
⽞

を
手
に
取
り
⽛
さ
と
り
が
た
く
入
り
が
た
し
。
し
ば
ら
く
を
ひ
て
論
ぜ
ず
⽜
と

い
い
、⽝
観
無
量
寿
経
⽞
を
手
に
取
り
⽛
す
な
は
ち
西
方
に
ま
う
で
ゝ
、
仏
に

ま
う
あ
ふ
て
さ
と
り
を
ひ
ら
か
ん
⽜
と
述
べ
る
と
い
う
。
智
顗
に
お
い
て
も

⽝
法
華
経
⽞
と
⽝
観
無
量
寿
経
⽞
に
難
易
の
義
を
有
す
る
と
い
う
。
な
お
、
こ

こ
で
智
顗
の
発
言
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
内
容
は
、⽝
法
華
問
答
⽞
で
智
顗
の
西

方
往
生
を
主
張
す
る
文
脈
で
も
用
い
ら
れ
る⠚
。

以
上
、⽝
法
華
問
答
⽞
の
主
張
を
検
討
し
た
。⽝
法
華
問
答
⽞
は
経
典
を
引
き

合
い
に
出
し
て
廃
立
の
義
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
智
顗
を
用
い
て
⽝
法
華

経
⽞
を
難
に
配
当
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
釈
尊
や
智
顗
を
用
い
る
論
法
に
よ

り
、
存
覚
が
法
華
宗
徒
の
反
論
を
回
避
し
よ
う
と
試
み
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

る
。

二
ᴷ
四
⽝
法
華
経
⽞
と
念
仏
に
対
す
る
勝
劣
へ
の
言
及

こ
こ
で
は
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
と
⽝
選
択
集
⽞
と
⽝
法
華
問
答
⽞
か
ら
推

察
さ
れ
る
争
点
を
踏
ま
え
、
宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法
を
検
討
す
る
。

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
は
⽛
若
シ
法
花
経
ハ
劣
念
仏
勝
云
人
有
ラ
ハ
之
謗

法
異
論
無
耶⠛
⽜
と
い
い
、⽝
法
華
経
⽞
を
劣
に
、
念
仏
を
勝
に
配
当
す
れ
ば
謗

法
で
あ
る
旨
の
注
意
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
認
め
れ
ば
ど
の
よ
う

な
展
開
が
想
定
さ
れ
る
の
か
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
⽝
選
択
集
⽞
の
文
や
⽝
法
華
問
答
⽞
に
お
け
る
浄
土
門
流
へ
の
批
判
内

容
を
う
か
が
う
と
、
法
然
を
批
判
す
る
展
開
が
推
察
さ
れ
る
。

⽝
選
択
集
⽞
に
は
⽛
亦
有リ

𥿜勝
劣ノ

義
𥾀。
謂ク

雑
善ハ

是
劣ノ

善
根
也
、
念
仏ハ

是
勝ノ

善
根

也
。⠜⽜
と
い
い
、
念
仏
を
勝
、
雑
善
を
劣
に
配
当
し
て
い
る
。
ま
た
⽝
法
華
問

答
⽞
で
は
⽝
選
択
集
⽞
の
文
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
法
然
を
批
判
す
る
内
容

が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

念
仏
を
讃
ぜ
ん
が
た
め
に
諸
善
を
こ
と
ご
と
く
雑
行
と
な
づ
く
。
あ
ま
さ

へ
悪
に
待
し
て
し
か
も
実
と
す
る
と
こ
ろ
な
り
。⽝
法
花
⽞
こ
れ
一
大
事

の
因
縁
、
諸
仏
出
世
の
本
懐
、
か
ぎ
り
て
こ
の
⽝
経
⽞
に
あ
り
。
し
か
る

に
⽝
法
花
⽞
を
雑
行
の
な
か
に
摂
し
て
悪
に
待
し
麤
悪
等
に
待
す
と
い
ふ
。

已上
こ
れ
す
な
は
ち
謗
法
を
の
が
れ
が
た
し
、
い
か
ん
。⠝

（⽝
選
択
集
⽞
に
は
）
念
仏
を
讃
め
る
た
め
に
、
諸
善
を
悪
に
配
当
す
る
旨
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う⠞
。
こ
の
こ
と
は
⽝
法
華
経
⽞
を
悪
に
配
当
す
る
こ
と
で

あ
り
、
謗
法
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
⽝
選
択
集
⽞
と
⽝
法
華
問
答
⽞
の
記
述
に
よ
り
、
先
の
⽛
法
花
経
ハ

宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法

二
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劣
念
仏
勝
云
人
⽜
と
は
法
然
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、⽝
法
華
経
⽞

を
劣
に
配
当
す
る
こ
と
は
悪
に
配
当
す
る
こ
と
で
あ
り
、
謗
法
で
あ
る
と
い
う

法
然
批
判
へ
の
展
開
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
展
開
を
想
定
し
た
争
点
が
、

⽝
法
華
経
⽞
と
念
仏
に
対
す
る
勝
劣
へ
の
言
及
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
以
下
、⽝
法
華
経
⽞
と
念
仏
に
対
す
る
勝
劣
へ
の
言
及
と
い
う
争
点

が
存
し
た
と
仮
定
し
、⽝
法
華
問
答
⽞
の
内
容
を
検
討
す
る
。
存
覚
は
⽝
選
択

集
⽞
を
注
釈
す
る
こ
と
で
、
念
仏
と
諸
行
に
勝
劣
の
義
を
立
て
つ
つ
、
法
然
批

判
の
回
避
を
試
み
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
勝
劣
の
義
に
つ
い
て
⽝
法
華
問
答
⽞
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

念
仏
は
こ
れ
本
願
の
行
な
る
が
ゆ
へ
に
、
諸
善
に
超
過
し
て
⽛
実
非
雑
善

得
為
比
類
⽜
と
い
ふ
こ
と
を
あ
ら
は
さ
ん
が
た
め
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち

勝
劣
の
義
な
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
念
仏
の
行
者
を
芬
陀
利
等
に
た
と
ふ
。

芬
陀
利
花
は
人
中
の
花
の
な
か
に
す
ぐ
れ
た
る
が
ゆ
へ
に
、
こ
れ
を
人
中

の
好
花
・
上
々
花
・
妙
好
花
等
と
な
づ
く
。
か
る
が
ゆ
へ
に
、
こ
の
花
を

も
て
念
仏
の
も
の
に
こ
れ
を
た
と
ふ
。
人
中
の
好
人
・
妙
好
人
・
希
有
人

等
と
い
ふ
な
り
。⠟

念
仏
は
本
願
の
行
で
あ
る
た
め
諸
善
に
超
過
し
、
勝
劣
の
義
を
有
す
る
と
い
う
。

こ
の
た
め
念
仏
の
行
者
を
芬
陀
利
等
の
花
に
例
え
る
と
い
う
。
引
き
続
き
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
す
な
は
ち
念
仏
の
機
と
諸
行
の
機
と
相
対
し
て
、
念
仏
の
機
を
好

人
・
妙
好
人
と
な
づ
く
。
故
に
字
訓
に
対
せ
ん
が
た
め
に
⽛
待
悪
⽜・⽛
待

麤
悪
⽜
と
い
ふ
な
り
。
法
と
法
と
に
相
対
せ
ば
悪
の
言
を
な
す
べ
か
ら
ず
。

故
に
か
み
に
法
と
法
と
を
相
対
し
て
勝
劣
を
判
ず
る
と
き
、
実
非
雑
善
得

為
比
類
と
い
ひ
て
悪
の
字
を
置
ず
。⠠

花
の
例
を
踏
ま
え
、
念
仏
の
機
を
好
人
や
妙
好
人
と
名
づ
け
る
と
い
う
。
こ
の

字
訓
に
対
応
さ
せ
る
た
め
悪
の
字
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。
法
と
法
を
相
対
す

る
と
き
に
悪
の
字
は
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
。
こ
の
た
め
⽝
選
択
集
⽞
に
は

⽛
実ニ

非ザ
ル
コ
ト
ヲ

𥿜

雑
善ノ

得ル
ニ𧎋為ル
コ
ト
ヲ
𥿜
比
類ト

𥾀⠡⽜
と
い
い
、
悪
の
字
が
用
い
ら
れ
な
い
と
い

う
。
引
き
続
き
悪
の
字
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
し
も
の
後
序
に
い
は
く
、⽛
そ
れ
速
に
生
死
を
は
な
れ
ん
と
お
も

は
ゞ
、
二
種
の
勝
法
の
な
か
に
、
し
ば
ら
く
聖
道
門
を
さ
し
を
き
て
え
ら

び
て
浄
土
門
に
い
れ
⽜（
選
択
集
）。
取要

す
で
に
二
種
の
法
と
い
ふ
、
い

か
ん
が
悪
と
な
づ
く
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、⽝
選
択
集
⽞
の
こ
ゝ
ろ
、

所
々
に
諸
行
を
明
す
。
も
し
汝
が
所
難
の
ご
と
く
行
を
悪
と
な
づ
け
ば
、

諸
行
往
生
の
む
ね
を
あ
か
す
べ
か
ら
ず
。
上
人
、
い
か
ん
が
善
悪
の
二
事

に
ま
よ
ひ
て
諸
行
を
悪
と
い
は
ん
、
ま
た
あ
に
往
生
を
ゆ
る
さ
ん
。⠢

⽝
選
択
集
⽞
に
⽛
二
種
の
勝
法
⽜
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
聖
道
門
を
悪
に
配
当

し
て
い
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
⽝
選
択
集
⽞
が
所
々
に
諸
行
を
明
ら
か
に
す
る

の
は
、
行
を
悪
に
配
当
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
⽝
法
華
問
答
⽞
は
、
念
仏
と
諸
善
に
お
け
る
勝
劣
の
義
に
つ
い

て
、
本
願
の
行
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、⽝
選
択
集
⽞
を

注
釈
し
、
法
に
悪
を
配
当
し
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
論
法

に
よ
り
、
存
覚
は
勝
劣
の
義
を
立
て
つ
つ
、
法
然
に
対
す
る
謗
法
の
批
判
の
回

避
を
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る⠣
。

二
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以
上
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
と
⽝
法
華
問
答
⽞
に
共
通
す
る
四
つ
の
争
点

を
挙
げ
、
宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法
を
う
か
が
っ
た
。
こ
の
う
ち
存
覚
が
釈

尊
、
智
顗
、
最
澄
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に
つ
い
て
、
法
華
宗
徒
の
反
論
を

回
避
す
る
試
み
と
考
え
ら
れ
る
。
存
覚
は
、
法
華
宗
徒
が
批
判
し
づ
ら
い
対
象

を
釈
尊
、
智
顗
、
最
澄
と
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

⽝
法
華
経
⽞
と
念
仏
に
対
す
る
勝
劣
へ
の
言
及
と
い
う
争
点
に
つ
い
て
、
存
覚

は
⽝
選
択
集
⽞
を
注
釈
す
る
こ
と
で
、
法
然
に
対
す
る
謗
法
の
批
判
の
回
避
を

試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
法
華
宗
徒
が
宗
論
の
た
め
に
自
用
し
た
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
を

手
が
か
り
に
、
宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法
を
検
討
し
た
。
こ
れ
に
あ
た
り
、

ま
ず
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
先
行
研
究
を
整
理
し
所
見
を
示
し
た
。

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
原
本
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
著
者
や
成
立
年
は

不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
著
者
に
つ
い
て
は
奥
書
や
⽝
秘
蔵
集
⽞
や
⽝
秘
蔵

録
⽞
に
よ
っ
て
日
像
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
成
立
年
に
つ
い
て
は

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
が
⽝
観
無
量
寿
経
⽞
と
⽝
法
華
経
⽞
の
成
立
順
序
に
言

及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
以
降
と
推
察
さ
れ
た
。

次
に
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
と
⽝
法
華
問
答
⽞
か
ら
四
つ
の
争
点
を
挙
げ
、

宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法
を
う
か
が
っ
た
。

第
一
に
、⽝
法
華
経
⽞
に
説
か
れ
る
舎
利
弗
が
見
た
授
記
の
解
釈
で
あ
る
。

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
は
最
澄
⽝
法
華
秀
句
⽞
を
根
拠
に
、
成
仏
ま
で
に
歴
劫

を
要
す
る
授
記
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
一
方
で
⽝
法
華
問
答
⽞
は
智
顗

⽝
法
華
文
句
⽞
を
根
拠
に
、
方
等
に
お
け
る
菩
薩
の
授
記
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
た
。
ま
た
、
爾
前
に
も
得
益
が
存
す
る
と
主
張
し
て
い
た
。
智
顗
は
日
ẃ
教

学
で
重
用
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
た
め
存
覚
が
智
顗
を
用
い
、
爾
前
の
経

典
を
未
顕
真
実
と
す
る
法
華
宗
徒
の
理
解
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
反
論
の
回

避
を
試
み
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

第
二
に
、
法
華
宗
に
お
け
る
師
資
相
承
で
あ
る
。⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
は
、

法
華
宗
は
釈
尊
の
所
立
で
あ
る
か
ら
、
相
承
が
な
い
と
述
べ
る
の
は
謗
法
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
た
。
一
方
で
⽝
法
華
問
答
⽞
は
、
智
顗
や
最
澄
を
引
き
合
い

に
出
し
、
浄
土
門
流
に
対
し
て
念
仏
無
間
と
批
判
す
る
の
は
⽝
法
華
経
⽞
の
深

意
を
解
さ
な
い
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
の
過
程
で
法
華
宗
に
お
け

る
師
資
相
承
の
問
題
を
批
判
し
て
い
た
。
最
澄
も
ま
た
智
顗
と
同
様
に
日
ẃ
教

学
で
重
用
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
念
仏
無
間
へ
の
応
答
と
法

華
宗
徒
に
お
け
る
師
資
相
承
の
問
題
に
つ
い
て
、
存
覚
が
智
顗
や
最
澄
を
用
い

る
こ
と
で
反
論
の
回
避
を
試
み
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

第
三
に
、⽝
選
択
集
⽞
に
お
け
る
⽛
且
⽜
と
⽛
捨
閉
閣
抛
⽜
の
解
釈
で
あ
る
。

⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
は
、⽝
法
華
経
⽞
を
排
除
し
た
り
難
に
配
当
し
た
り
す
る

こ
と
が
謗
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
一
方
で
⽝
法
華
問
答
⽞
は
同
様
の
批

判
に
対
し
、
廃
立
や
難
易
を
述
べ
る
こ
と
が
謗
法
で
あ
れ
ば
、⽝
阿
弥
陀
経
⽞

の
文
や
智
顗
も
謗
法
と
い
え
る
の
か
と
反
論
し
て
い
た
。
日
ẃ
は
⽝
守
護
国
家

論
⽞
に
お
い
て
、
釈
尊
が
諸
経
で
勝
劣
を
説
く
旨
を
述
べ
て
い
る
。
た
と
え

⽝
阿
弥
陀
経
⽞
が
法
華
宗
徒
に
お
け
る
未
顕
真
実
の
経
典
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ

宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法

二
九



を
説
く
釈
尊
ま
で
は
批
判
し
づ
ら
い
と
理
解
さ
れ
存
覚
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
智
顗
や
釈
尊
を
用
い
る
論
法
に
よ
り
、
存
覚
が

法
華
宗
徒
の
反
論
の
回
避
を
試
み
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

第
四
に
、⽝
法
華
経
⽞
と
念
仏
に
対
す
る
勝
劣
へ
の
言
及
で
あ
る
。⽝
諸
宗
問

答
口
作
集
⽞
に
は
、⽝
法
華
経
⽞
を
劣
に
、
念
仏
を
勝
に
配
当
す
れ
ば
謗
法
で

あ
る
旨
の
注
意
が
認
め
ら
れ
る
。
当
該
注
意
に
つ
い
て
、⽝
選
択
集
⽞
と
⽝
法

華
問
答
⽞
の
記
述
に
よ
り
、
法
然
批
判
に
通
じ
る
展
開
が
推
察
さ
れ
た
。
そ
こ

で
⽝
法
華
経
⽞
と
念
仏
に
対
す
る
勝
劣
へ
の
言
及
と
い
う
争
点
が
存
し
た
と
仮

定
し
、⽝
法
華
問
答
⽞
を
検
討
し
た
。⽝
法
華
問
答
⽞
は
、
念
仏
と
諸
善
に
お
け

る
勝
劣
の
義
に
つ
い
て
、
本
願
の
行
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
主
張
し
て
い
た
。

ま
た
、⽝
選
択
集
⽞
を
注
釈
し
、
法
に
悪
を
配
当
し
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い

た
。
こ
の
こ
と
は
、
存
覚
が
念
仏
と
諸
行
に
勝
劣
の
義
を
立
て
つ
つ
、
法
然
に

対
す
る
批
判
の
回
避
を
試
み
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
四
つ
の
争
点
を
検
討
し
た
。
こ
の
う
ち
存
覚
が
釈
尊
、
智
顗
、
最
澄

を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に
つ
い
て
、
法
華
宗
徒
の
反
論
を
回
避
す
る
試
み
と

考
え
ら
れ
る
。
存
覚
は
、
法
華
宗
徒
が
批
判
し
づ
ら
い
対
象
を
釈
尊
、
智
顗
、

最
澄
と
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、⽝
法
華
経
⽞
と
念
仏

に
対
す
る
勝
劣
へ
の
言
及
と
い
う
争
点
に
つ
い
て
、
存
覚
は
⽝
選
択
集
⽞
を
注

釈
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
存
覚
が
念
仏
と
諸
行
に
勝
劣
の
義
を
立
て
つ
つ
、

法
然
に
対
す
る
謗
法
の
批
判
を
回
避
す
る
試
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
を
手
が
か
り
に
、
宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論

法
を
検
討
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
書
誌
学
的

考
察
や
、
宗
論
の
内
容
を
収
載
す
る
他
の
史
料
と
の
照
合
に
よ
る
争
点
と
応
答

内
容
の
整
理
が
求
め
ら
れ
る
。

註①
⽝
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
⽞（
以
下
⽝
聖
典
全
書
⽞）
四
、
一
四
一
五
頁
。

②

こ
の
ほ
か
法
華
宗
徒
が
他
宗
と
の
対
論
を
想
定
し
た
類
書
と
し
て
、
池
田
令

道
は
⽝
金
綱
集
⽞⽝
法
華
問
答
正
義
抄
⽞⽝
問
答
肝
要
抄
⽞⽝
問
答
用
意
抄
⽞
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
（
池
田
令
道
⽛
身
延
文
庫
蔵

三
位
日
進
筆
⽝
破
邪
立
正

論
⽞
の
紹
介
並
び
に
考
察
⽜
四
八
七
頁
）。
関
連
す
る
法
然
浄
土
教
批
判
の
書

で
あ
る
⽝
破
邪
立
正
論
⽞
も
注
意
さ
れ
よ
う
。

③

柴
田
章
延
⽛
日
ẃ
宗
の
宗
論
と
問
答
⽜
二
四
頁
。
管
見
に
入
っ
た
⽝
諸
宗
問

答
口
作
集
⽞
に
言
及
す
る
先
行
研
究
を
年
代
順
に
示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。⽝
水
㚌
町
史
⽞
水
㚌
町
、
一
九
五
六
年
。
小
林
定
市
⽛
日
ẃ
宗
の
伝
来
ᴷ

日
ẃ
の
西
国
布
教
願
望
と
日
像
の
活
躍
ᴷ
⽜⽝
山
城
志
⽞
一
一
、
一
九
九
二
年

（
の
ち
⽝
福
山
地
方
史
論
集
⽞
二
〇
一
七
年
に
収
録
）。
同
⽛
沼
隈
半
島
を
歩

く
⽜⽝
ふ
る
さ
と
探
訪
ᴷ
福
山
周
辺
の
史
跡
め
ぐ
り
十
五
選
⽞
備
陽
史
探
訪
の

会
、
二
〇
〇
〇
年
。
同
⽛
福
山
地
方
の
日
ẃ
宗
文
化
財
⽜⽝
備
陽
史
探
訪
⽞
一

〇
三
、
二
〇
〇
一
年
。
同
⽛
備
後
法
華
に
安
芸
門
徒
の
源
流
⽜⽝
備
陽
史
探
訪
⽞

一
一
四
、
二
〇
〇
三
年
。
柴
田
章
延
⽛
存
覚
上
人
と
の
宗
論
に
つ
い
て
⽜⽝
諸

宗
問
答
口
作
集
⽞
重
顕
寺
開
山
七
百
年
記
念
事
業
建
設
実
行
委
員
会
、
二
〇
一

一
年
。
同
⽛
重
顕
寺
蔵
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
見
る
、
中
世
に
お
け
る
日
ẃ

宗
の
問
答
⽜⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
重
顕
寺
開
山
七
百
年
記
念
事
業
建
設
実
行

委
員
会
、
二
〇
一
一
年
。
同
⽛
初
期
日
ẃ
教
団
に
お
け
る
口
伝
に
つ
い
て
⽜

⽝
印
度
学
仏
教
学
研
究
⽞
六
二
ᴷ
一
、
二
〇
一
三
年
。
同
⽛
日
ẃ
宗
の
宗
論
と

問
答
⽜⽝
現
代
宗
教
研
究
⽞
四
七
、
二
〇
一
三
年
。
池
田
令
道
⽛
身
延
文
庫
蔵

三
位
日
進
筆
⽝
破
邪
立
正
論
⽞
の
紹
介
並
び
に
考
察
⽜⽝
興
風
⽞
三
二
、
二
〇

二
〇
年
。

④

本
研
究
は
同
翻
刻
に
よ
り
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
。

三
〇



ま
た
、
付
属
さ
れ
て
い
る
現
代
語
訳
に
示
唆
を
受
け
た
。

⑤

柴
田
章
延
⽛
存
覚
上
人
と
の
宗
論
に
つ
い
て
⽜
一
八
四
、
一
八
五
頁
ほ
か
。

⑥

柴
田
章
延
は
存
覚
の
対
論
相
手
が
日
行
で
あ
る
根
拠
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。⽛
こ
の
時
代
、
山
南
近
辺
に
日
ẃ
宗
寺
院
は
、
水
㚌
町
の
重
顕
寺
し
か

な
い
。
ま
た
日
ẃ
宗
僧
侶
は
戎
善
院
日
行
（
〜
一
三
四
六
）
し
か
い
な
い
。
山

南
と
水
㚌
は
道
の
り
に
し
て
五
㎞
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
後
に
詳
述
す
る

が
、
存
覚
に
よ
る
問
答
記
録
⽝
法
華
問
答
⽞
に
は
、
重
顕
寺
に
恪
護
さ
れ
て
い

る
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
内
容
と
符
合
す
る
問
答
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
宗
論
に
登
場
す
る
法
華
宗
徒
は
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
を
所
持
し
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
件
の
法
華
宗
徒
が
重

顕
寺
日
行
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。⽜（
柴
田
章
延
⽛
存
覚
上
人
と
の
宗
論

に
つ
い
て
⽜
一
八
五
頁
）
山
南
と
水
㚌
の
距
離
が
五
㎞
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
と
、

⽝
法
華
問
答
⽞
に
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
内
容
と
符
合
す
る
問
答
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
距
離
を
根
拠
に
論
者
を
特
定
す
る

の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
論
者
の
一
人
で
あ
る
存
覚
が
京
都
か
ら
備
後
へ
赴
い
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、⽝
法
華
問
答
⽞
に
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
内
容

と
符
合
す
る
問
答
が
認
め
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
も
他
の
事
情
、
す
な
わ
ち
法
華

宗
徒
に
よ
る
辻
説
法
の
ほ
か
、
共
通
の
争
点
を
有
す
る
⽝
金
綱
集
⽞
や
⽝
破
邪

立
正
論
⽞
な
ど
の
存
在
が
注
意
さ
れ
る
。
ま
ず
、
辻
説
法
を
聞
け
ば
対
論
を
交

え
る
こ
と
な
く
法
華
宗
徒
の
主
張
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
次
に
、⽝
金
綱
集
⽞

は
遅
く
と
も
正
中
二
（
一
三
二
五
）
年
以
降
、
複
数
の
手
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
⽝
破
邪
立
正
論
⽞
の
成
立
は
正
中
二
（
一
三
二
五
）
年
あ
る
い

は
嘉
暦
二
（
一
三
二
七
）
年
を
下
限
と
す
る
論
考
が
示
さ
れ
て
い
る
（
池
田
令

道
⽛
身
延
文
庫
蔵

三
位
日
進
筆
⽝
破
邪
立
正
論
⽞
の
紹
介
並
び
に
考
察
⽜
五

一
一
ᴷ
五
一
二
頁
）。
存
覚
と
法
華
宗
徒
の
宗
論
は
こ
れ
ら
の
成
立
以
降
の
暦

応
元
（
一
三
三
八
）
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
存
覚
の
対
論
相
手
は

日
行
に
限
定
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑦
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
二
頁
。
底
本
の
訓
点
に
は
脱
落
あ
る
い
は
省
略
と
考

え
ら
れ
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
底
本
マ
マ
で
あ
る
。
以
下
同
。

⑧

本
研
究
は
こ
れ
ら
の
内
容
に
示
唆
を
受
け
た
。⽛
相
手
が
舎
利
弗
の
⽛
感
傷
⽜

を
引
き
合
い
に
出
し
た
場
合
の
日
ẃ
宗
側
の
対
応
は
、
す
で
に
想
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
存
覚
の
反
論
に
対
し
て
、
日
行
は
答
え
る
す
べ
を
も
っ
て
い
た
の
だ

が
、⽝
法
華
問
答
⽞
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
或
い
は
、
日
行
は
⽛
此
義
堅

可
秘
々
々
穴
賢
々
々
⽜
と
指
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
問
答
の
序
盤
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
答
え
る
こ
と
を
控
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。⽜
柴
田
章
延
⽛
存
覚
上
人

と
の
宗
論
に
つ
い
て
⽜
一
八
七
頁
。⽛
日
ẃ
宗
の
相
承
に
つ
い
て
の
難
に
は
回

答
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
存
覚
は
記
録
す
る
に
は
値
し
な
い
と
思
っ

た
の
か
何
も
触
れ
て
い
な
い
。⽜
同
⽛
存
覚
上
人
と
の
宗
論
に
つ
い
て
⽜
一
八

八
頁
。⽛
存
覚
は
（
中
略
）⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
の
浄
土
宗
問
答
の
章
に
想
定

さ
れ
て
い
る
発
言
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
日
行
が
こ
れ
に
反
論
し
た
よ
う
に
は

記
し
て
い
な
い
。⽜
同
⽛
存
覚
上
人
と
の
宗
論
に
つ
い
て
⽜
一
九
〇
頁
。

⑨
⽝
日
ẃ
教
団
全
史
⽞
上
、
一
〇
九
ᴷ
一
一
二
頁
。

⑩

柴
田
章
延
⽛
重
顕
寺
蔵
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
見
る
、
中
世
に
お
け
る
日

ẃ
宗
の
問
答
⽜
一
三
九
頁
。

⑪
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
六
七
ᴷ
六
八
頁
。

⑫

柴
田
章
延
⽛
重
顕
寺
蔵
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
見
る
、
中
世
に
お
け
る
日

ẃ
宗
の
問
答
⽜
一
三
八
頁
。

⑬
⽝
水
㚌
町
史
⽞
一
五
五
頁
。

⑭

小
林
定
市
⽛
日
ẃ
宗
の
伝
来
ᴷ
日
ẃ
の
西
国
布
教
願
望
と
日
像
の
活
躍
ᴷ
⽜

四
三
頁
上
。

⑮
⽝
仏
書
解
説
大
辞
典
⽞
改
訂
版
、
九
、
一
〇
五
頁
に
は
⽝
秘
蔵
記
⽞
の
項
目

に
⽝
秘
蔵
集
⽞
の
そ
れ
と
考
え
ら
れ
る
記
載
が
認
め
ら
れ
る
。
当
該
記
載
は
日

ẃ
宗
現
代
宗
教
研
究
所
の
山
本
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

⑯

柴
田
章
延
⽛
重
顕
寺
蔵
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
見
る
、
中
世
に
お
け
る
日

ẃ
宗
の
問
答
⽜
一
三
八
頁
。

⑰
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
三
八
頁
。

⑱

柴
田
章
延
⽛
重
顕
寺
蔵
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
見
る
、
中
世
に
お
け
る
日

宗
論
に
お
け
る
存
覚
の
論
法

三
一



ẃ
宗
の
問
答
⽜
一
六
九
頁
。

⑲

柴
田
章
延
⽛
重
顕
寺
蔵
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
見
る
、
中
世
に
お
け
る
日

ẃ
宗
の
問
答
⽜
一
六
九
頁
。

⑳

柴
田
章
延
⽛
重
顕
寺
蔵
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
見
る
、
中
世
に
お
け
る
日

ẃ
宗
の
問
答
⽜
一
七
〇
頁
。

㉑

池
田
令
道
⽛
身
延
文
庫
蔵

三
位
日
進
筆
⽝
破
邪
立
正
論
⽞
の
紹
介
並
び
に

考
察
⽜
四
七
九
ᴷ
四
八
〇
頁
。

㉒
⽝
昭
和
定
本
日
ẃ
聖
人
遺
文
⽞（
以
下
⽝
定
遺
⽞）
五
一
八
ᴷ
五
二
一
頁
。

㉓

池
田
令
道
は
⽝
法
華
浄
土
問
答
鈔
⽞
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⽛
法
華
経
よ
り
⽛
已
説ノ

観
経
⽜⽛
已
説ノ

観
経
念
仏
⽜
と
い
う
日
ẃ
の
所
論
に
対
し
、

弁
成
は
⽛
観
経ハ

雖
𥿜已
説ノ

経
也ト

𥾀⽜
と
前
提
を
認
め
た
上
で
反
論
に
入
っ
て
お
り
、

法
華
経
と
観
経
の
後
先
は
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
浄
土
側
は
、
観
経

等
を
第
三
時
・
方
等
部
と
す
る
天
台
の
四
教
五
時
判
を
一
応
認
め
て
い
る
。⽜

池
田
令
道
⽛
身
延
文
庫
蔵

三
位
日
進
筆
⽝
破
邪
立
正
論
⽞
の
紹
介
並
び
に
考

察
⽜
四
八
〇
頁
。

㉔

道
綽
（
五
六
二
ᴷ
六
四
五
）
が
⽝
安
楽
集
⽞
で
言
及
す
る
⽝
大
集
経
⽞
の
内

容
に
つ
い
て
、
直
接
引
用
で
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。⽝
諸
宗
問

答
口
作
集
⽞
三
一
ᴷ
三
二
頁
。⽝
金
綱
集
⽞（⽝
日
ẃ
宗
宗
学
全
書
⽞（
以
下
⽝
日

宗
全
⽞）
一
三
、
一
六
九
頁
、
一
七
七
頁
）

㉕
⽝
日
宗
全
⽞
所
収
の
⽝
金
綱
集
⽞
は
諸
本
を
合
し
た
体
裁
で
あ
る
。⽝
日
宗

全
⽞
一
三
、
一
六
九
頁
で
い
わ
れ
る
道
綽
に
お
け
る
⽝
大
集
経
⽞
の
引
用
姿
勢

へ
の
批
判
に
つ
い
て
、⽝
金
綱
集
⽞
の
諸
本
の
原
本
を
実
見
し
た
と
い
う
池
田

令
道
に
よ
る
と
、
嘉
暦
二
（
一
三
二
七
）
年
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
⽛
日
王
丸

本
⽜
は
こ
れ
を
有
し
、
そ
れ
以
降
の
成
立
と
目
さ
れ
る
⽛
日
進
本
⽜
は
こ
れ
を

有
さ
な
い
と
い
う
。
池
田
令
道
⽛⽝
金
綱
集
⽞
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
⽜
七
六

頁
下
ᴷ
七
七
頁
上
、
七
八
頁
下
。

㉖
⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞（
以
下
⽝
大
正
蔵
⽞）
九
、
一
〇
頁
下
。

㉗

日
ẃ
は
⽝
開
目
鈔
⽞
で
智
顗
や
最
澄
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⽛
像
法
の
中
に
は
天
台
一
人
、
法
華
経
一
切
経
を
よ
め
り
。
南
北
こ
れ
を
あ
だ

み
し
か
ど
も
、
陳
隋
二
代
の
聖
主
眼
前
に
是
非
を
明
め
し
か
ば
敵
つ
い
に
尽キ

ヌ。

像
の
末
に
伝
教
一
人
、
法
華
経
一
切
経
を
仏
説
の
ご
と
く
読ミ

給
へ
り
。（
中
略
）

さ
れ
ば
日
ẃ
が
法
華
経
の
智
解
は
天
台
伝
教
に
は
千
万
が
一
分
も
及フ

事
な
け
れ

ど
も
、
難
を
忍
び
慈
悲ノ

す
ぐ
れ
た
る
事ハ

を
そ
れ
を
も
い
だ
き
ぬ
べ
し
。⽜⽝
定

遺
⽞
五
五
八
ᴷ
五
五
九
頁
。⽛
日
ẃ
は
諸
経
の
勝
劣
を
し
る
こ
と
、
華
厳ノ

澄

観
・
三
論
の
嘉
祥
・
法
相ノ

慈
恩
・
真
言
の
弘
法
に
す
ぐ
れ
た
り
。
天
台
・
伝
教

の
跡
を
し
の
ぶ
ゆ
へ
な
り
。
彼
人
々
は
天
台
・
伝
教
に
帰
せ
さ
せ
給
は
ず
は
謗

法
の
失
脱レ

さ
せ
給フ

べ
し
や
。⽜⽝
定
遺
⽞
五
八
九
頁
。

㉘
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
一
七
頁
。

㉙
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
一
九
ᴷ
二
〇
頁
。

㉚
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
二
〇
頁
。

㉛

な
お
、⽝
伝
教
大
師
全
集
⽞
三
、
四
四
頁
に
は
⽛
発ル

ナ
リ𥿜

感
傷
之
心ヲ

𥾀⽜
と
あ
る
。

㉜
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
一
二
ᴷ
七
一
三
頁
。

㉝
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
一
三
頁
。

㉞
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
一
頁
。

㉟
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
三
ᴷ
四
頁
。

㊱
⽝
大
正
蔵
⽞
九
、
三
一
頁
中
。

㊲
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
四
頁
。

㊳
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
一
七
ᴷ
七
一
八
頁
。

㊴
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
一
八
頁
。
な
お
、⽝
聖
典
全
書
⽞
に
は
底
本
と
異
な
る

表
記
が
認
め
ら
れ
る
。⽝
聖
典
全
書
⽞
の
⽛
弘
法
大
師
⽝
法
華
経
⽞
の
題
号
を

釈
し
て
い
は
く
⽜
と
い
う
箇
所
は
、
そ
の
校
異
に
よ
る
と
、
底
本
で
は
⽛
天
台

大
師
普
門
品
を
釈
し
て
い
は
く
⽜
で
あ
る
。
こ
の
た
め
引
用
に
際
し
て
は
底
本

の
表
記
を
採
用
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
引
用
元
の
⽛（
法
華
経

開
題
意
）⽜
と
い
う
語
句
を

削
除
し
た
。

㊵
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
一
八
ᴷ
七
一
九
頁
。

㊶
⽝
金
綱
集
⽞
の
記
述
に
よ
り
、⽝
法
華
経
⽞
と
⽝
観
無
量
寿
経
⽞
で
説
か
れ
る

阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
、
一
仏
か
他
仏
か
と
い
う
争
点
が
存
し
た
と
知
ら
れ
る
。

一
仏
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
が
存
覚
で
あ
る
。⽛
問
、
法
華
経ノ

弥
陀ト

与
𥿜観
経ノ

弥

三
二



陀
𥾀、
一
仏
歟
他
仏
歟
⽜⽝
日
宗
全
⽞
一
三
、
一
七
八
頁
。

㊷
⽛
捨
閉
閣
抛
⽜
の
語
源
に
つ
い
て
、
古
来
よ
り
次
の
内
容
が
注
意
さ
れ
て
い

る
。⽛
弥ヨ

須ク

𥿜捨テ
テ𦗺雑ヲ

修ス

𧎋専ヲ

。⽜⽝
聖
典
全
書
⽞
一
、
一
二
六
六
頁
。⽛
随
他
之
前ニ

ハ

暫ク

雖モ

𦗺開ク
ト𥿜定

散ノ

門ヲ

𥾀、
随
自
之
後ニ

ハ

還リ
テ

閉ヅ

𥿜定
散ノ

門ヲ

𥾀。⽜⽝
聖
典
全
書
⽞
一
、
一
三

一
六
頁
。⽛
速ニ

欲ハ
バ𦗺離レ
ム
ト𥿜

生
死ヲ

𥾀、
二
種ノ

勝
法ノ

中ニ

、
且ク

閣キ
テ𥿜聖

道
門ヲ

𥾀選ビ
テ

入ル
ベ
シ𥿜

浄
土

門ニ

𥾀。
欲ハ

バ𦗺入ラ
ム
ト𥿜

浄
土
門ニ

𥾀、
正
雑
二
行ノ

中ニ

、
且ク

抛チ
テ𥿜諸ノ

雑
行ヲ

𥾀選ビ
テ

応シ

𦗺帰ス

𥿜正
行ニ

𥾀。⽜

⽝
聖
典
全
書
⽞
一
、
一
三
二
四
頁
。

㊸
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
二
八
頁
。

㊹
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
三
三
頁
。

㊺
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
三
四
頁
。

㊻
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
三
四
頁
。

㊼
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
三
四
頁
。

㊽

日
ẃ
教
学
に
お
い
て
⽝
法
華
経
⽞
よ
り
前
に
説
か
れ
た
経
典
は
未
顕
真
実
と

さ
れ
る
。
浄
土
門
流
が
⽝
法
華
経
⽞
を
根
拠
に
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば

浄
土
三
部
経
を
未
顕
真
実
の
方
便
経
と
自
ら
認
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
法
華

宗
徒
の
主
張
で
あ
ろ
う
。

㊾
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
三
五
頁
。

㊿
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
三
一
頁
。

⠗
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
三
〇
ᴷ
七
三
一
頁
。
な
お
、⽝
聖
典
全
書
⽞
に
は
底
本

と
異
な
る
表
記
が
認
め
ら
れ
る
。⽝
聖
典
全
書
⽞
の
⽛
不
捨
不
閉
⽜
と
い
う
箇

所
は
、
そ
の
校
異
に
よ
る
と
、
底
本
で
は
⽛
不
生
不
閉
⽜
で
あ
る
。
こ
の
た
め

引
用
に
際
し
て
底
本
の
表
記
を
採
用
し
た
。

⠘
⽛
教
主
釈
尊
若
於テ

𥿜諸
経ニ

𥾀互ニ

説カ
ハ𥿜勝

劣ヲ

𥾀者
不
𦗺可
𦗺有ル

𥿜大
小
乗ノ

差
別
権
実ノ

不

同
𥾀。
若
実ニ

無キ
ニ𥿜差

別
𥾀互ニ

説カ
ハ𥿜差

別
浅
深
等ヲ

𥾀者
諍
論ノ

根
源
悪
業
起
罪ノ

因
縁
也
。⽜

⽝
定
遺
⽞
九
三
頁
。

⠙
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
三
三
頁
。
な
お
、⽝
聖
典
全
書
⽞
に
は
底
本
と
異
な
る

表
記
が
認
め
ら
れ
る
。⽝
聖
典
全
書
⽞
の
⽛
い
ふ
べ
き
や
⽜
と
い
う
箇
所
は
、

そ
の
校
異
に
よ
る
と
、
底
本
で
は
⽛
い
ふ
べ
を
や
⽜
で
あ
る
。
こ
の
た
め
引
用

に
際
し
て
底
本
の
表
記
を
採
用
し
た
。

⠚
⽛
か
の
⽝
別
伝
⽞（
智
者
大
師

別
伝
意

）
に
い
は
く
、⽛
こ
の
妙
法
花
は
本
迹
二
門
に

し
て
、
そ
の
理
深
遠
な
り
。
さ
と
り
が
た
く
入
り
が
た
し
。
且
く
お
き
て
論
ぜ

ず
。⽜⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
一
九
頁
。

⠛
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
三
四
頁
。

⠜
⽝
聖
典
全
書
⽞
一
、
一
三
一
八
頁
。

⠝
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
三
七
ᴷ
七
三
八
頁
。

⠞
⽝
選
択
集
⽞
は
、
善
導
（
六
一
三
ᴷ
六
八
一
）
が
念
仏
者
を
好
人
と
述
べ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
悪
に
待
す
る
表
現
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。⽛
然レ

バ

則チ

⽛
念

仏
者ハ

即チ

是
人
中ノ

好
人ト

⽜
者
、
是
待シ

テ𦗺悪ニ

而
所
𦗺美ム

ル

也
。⽜⽝
聖
典
全
書
⽞
一
、
一

三
〇
四
頁
。

⠟
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
三
八
頁
。

⠠
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
三
八
頁
。

⠡
⽝
聖
典
全
書
⽞
一
、
一
三
〇
三
頁
。

⠢
⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
七
三
八
ᴷ
七
三
九
頁
。

⠣

な
お
、⽝
決
智
鈔
⽞
に
は
⽝
法
華
問
答
⽞
よ
り
詳
細
に
⽝
法
華
経
⽞
と
念
仏

の
勝
劣
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。⽛
諸
経
に
を
い
て
た
が
ひ
に
等
・
勝
・
劣
の
三

の
義
あ
り
。
い
ま
法
華
と
浄
土
の
教
と
を
対
せ
ん
に
も
、
こ
の
三
の
義
あ
る
べ

し
。
聖
の
た
め
に
即
身
頓
悟
を
本
と
す
る
と
き
は
、
法
華
は
勝
な
り
、
念
仏
は

劣
な
り
。
凡
の
た
め
に
順
次
往
生
を
本
と
す
る
と
き
は
、
念
仏
は
勝
な
り
、
法

華
は
劣
な
り
。
い
づ
れ
も
仏
智
一
乗
に
し
て
、
と
も
に
出
離
の
因
と
な
る
か
た

は
、
二
法
ま
た
く
等
同
な
り
。⽜⽝
聖
典
全
書
⽞
四
、
六
九
二
頁
。
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年
記
念
事
業
建
設
実
行
委
員
会
［
編
］⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞

重
顕
寺
開
山
七
百
年
記
念
事
業
建
設
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
一
年

比
叡
山
専
修
院
附
属
叡
山
学
院
［
編
］⽝
伝
教
大
師
全
集
⽞
比
叡
山
図
書
刊
行
所
、

一
九
二
七
年

立
正
大
学
日
ẃ
教
学
研
究
所
［
編
］⽝
日
ẃ
教
団
全
史
⽞
上
、
平
楽
寺
書
店
、
一

九
六
四
年

立
正
大
学
日
ẃ
教
学
研
究
所
［
編
］⽝
日
ẃ
宗
宗
学
全
書
⽞
一
三
、
山
喜
房
仏
書

林
、
一
九
六
八
年

立
正
大
学
日
ẃ
教
学
研
究
所
［
編
纂
］⽝
昭
和
定
本
日
ẃ
聖
人
遺
文
⽞
改
訂
増
補

版
、
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
八
八
年

【
論
文
】

池
田
令
道
⽛
身
延
文
庫
蔵

三
位
日
進
筆
⽝
破
邪
立
正
論
⽞
の
紹
介
並
び
に
考

察
⽜⽝
興
風
⽞
三
二
、
二
〇
二
〇
年

池
田
令
道
⽛⽝
金
綱
集
⽞
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
⽜⽝
日
ẃ
仏
教
研
究
⽞
一
二
、
二

〇
二
一
年

小
林
定
市
⽛
日
ẃ
宗
の
伝
来
ᴷ
日
ẃ
の
西
国
布
教
願
望
と
日
像
の
活
躍
ᴷ
⽜⽝
山

城
志
⽞
一
一
、
一
九
九
二
年

小
林
定
市
⽛
沼
隈
半
島
を
歩
く
⽜⽝
ふ
る
さ
と
探
訪
ᴷ
福
山
周
辺
の
史
跡
め
ぐ
り

十
五
選
ᴷ
⽞
備
陽
史
探
訪
の
会
、
二
〇
〇
〇
年

小
林
定
市
⽛
福
山
地
方
の
日
ẃ
宗
文
化
財
⽜⽝
備
陽
史
探
訪
⽞
一
〇
三
、
二
〇
〇

一
年

小
林
定
市
⽛
備
後
法
華
に
安
芸
門
徒
の
源
流
⽜⽝
備
陽
史
探
訪
⽞
一
一
四
、
二
〇

〇
三
年

柴
田
章
延
⽛
存
覚
上
人
と
の
宗
論
に
つ
い
て
⽜
重
顕
寺
開
山
七
百
年
記
念
事
業
建

設
実
行
委
員
会
［
編
］⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
重
顕
寺
開
山
七
百
年
記
念
事

業
建
設
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
一
年

柴
田
章
延
⽛
重
顕
寺
蔵
⽝
諸
宗
問
答
口
作
集
⽞
に
見
る
、
中
世
に
お
け
る
日
ẃ
宗

の
問
答
⽜
重
顕
寺
開
山
七
百
年
記
念
事
業
建
設
実
行
委
員
会
［
編
］⽝
諸
宗

問
答
口
作
集
⽞
重
顕
寺
開
山
七
百
年
記
念
事
業
建
設
実
行
委
員
会
、
二
〇
一

一
年

柴
田
章
延
⽛
初
期
日
ẃ
教
団
に
お
け
る
口
伝
に
つ
い
て
⽜⽝
印
度
学
仏
教
学
研
究
⽞

六
二
ᴷ
一
、
二
〇
一
三
年

柴
田
章
延
⽛
日
ẃ
宗
の
宗
論
と
問
答
⽜⽝
現
代
宗
教
研
究
⽞
四
七
、
二
〇
一
三
年

三
四
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